
島川謙二会員の報告要旨 

 

・台湾を４回訪問しているが、全般的に非常に親日的な良い印象。 

・現在の台湾は、65 歳以上が 14％、出生率が 1.1％であり、少子高齢化がすすむ。 

・台湾の貿易収支は黒字であり、外貨準備高は 0.5 兆ドルで経済的に安定 

 外貨準備高の 1 位は中国（3.1 兆ドル）、2 位日本（1.3 兆ドル）台湾は 5 位 

            

・輸出相手国：中国（29％）、ASEAN（17％）、香港（12％）、日本（7％） 

   輸出品目：電子部品、通信機器など 

・輸入相手国：中国（19％）、ASEAN（12％）、日本（15％）、米国（12％） 

   輸入品目：電子部品、原油、通信機器など 

・観光業は中国の締付けがあり、苦境を呈している。 

・金門島の水道は中国から送られている 

・蒋介石の訓名：中正  孫文の号：中山 

 

台湾の政治体制 

・第 4 代総統 李登輝（国民党）「ゆっくり枕を高くして眠れる社会にしたい」 

（1988～2000 年）民主化を推進 親日派 

・第 5 代総統 陳水扁（民進党）2000～2008 年 台湾独立派 

・第 6 代総統 馬英九（国民党）2008～2016 年 中国派 

・第 7 代総統 蔡英文（民進党）2016～現在  一国二制度は拒否、現状維持 

       日本の統治は誤りもあったが、台湾の発展に貢献も。尖閣諸島は台湾領だ 

       が経済的利益は双方で享受。独立国家たる中華民国。 

 

中国の体制 

・周恩来：1960 年代 四つの近代化（農業、工業、国防、科学技術） 

・鄧小平：改革開放、市場経済の導入 

・習近平：中華民族の偉大なる復興、一帯一路 

       3 つの夢：興国の夢、強軍の夢、統一の夢（台湾統一） 

 

日本の立場 

・日・米・豪・印   インド太平洋構想にて中国に対抗 

            ―平和的に中国を抑え込む 

 

   もし、台湾をめぐる米中衝突があれば、米軍は沖縄から出撃か？  


